
河川環境の評価手法について
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専門委員会での主な意見と今後のスケジュール

河川環境の評価手法に関する専門委員会 委員構成

主な意見

・仮想的市場評価法（ＣＶＭ）におけるアンケートの最大提示金

額が支払提示額（ＷＴＰ）に与える影響については記載の通りで

よいが、アンケートにおける最大提示額とＷＴＰの評価結果の関

係性を分析すると、この分野に大変有益な知見となると思う。

・母集団が少ない場合、郵送調査等では、標本が偏る場合がある

ため、事務局の提案のとおり、マニュアルに適切に補正を行うこ

とを記載することで良い。

・トラベルコスト法（ＴＣＭ）における時間価値の算出方法につ

いて、過去の研究では、余暇の時間価値について補正係数を採用

している例があるが、算定方法に正確な根拠があるわけではない。

当該研究の進捗を見て対応を検討すべき

・費用便益分析における消費税の取扱いについて、旅行費用は

「消費税を控除した時間価値」と「消費税を含んだ移動費用」で

算出することになるが、回答者が、移動費用の実際の支払いの一

部に消費税が含まれていると認識しているか否かによって答えが

変わる。そのあたりは当該分野の研究の進捗を待つことになると

思う。 ・・・etc

年度 月 専門委員会 検討スケジュール 備考

H29年度 3

4

5

6

7

8
マニュアル（※）改定素案を提示
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座長 大野　栄治

井元　智子

髙木　朗義

寺脇　拓

吉田　謙太郎
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名城大学都市情報学部　教授

東北大学大学院農学研究科　准教授
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